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園後揮捉の建標に闘ナる断案

河野常吉

’一『哩曙e，ーー

Decisive View on the Frontier Post in 

Kunashiri and Etrofu. 

By 

TsuNEKICHI KoNo. 

ーーーー当面ー＂＂扇面ーーー『

本年一月の歴史地理第十九窓第妻競に、丈皐士重固定一氏は、贈

正五位木村謙突の停を書き、主として撞捉建標の件に闘して述へ

られた hO 其建標に関する大要は突の如し。

「大日本地アトイヤ」といよ、木標（画館中華校所識）は固よ b図後の

東北岬に建ちたるものにして近藤重臓の之を建てたる詮な L-o

J捧捉に建たる第一標柱 l立、寛政十年七月二十八日夕ンネ毛イ附

近のリョツフに建てたるもりにして、謙突をして「大日本憲土呂府」

云今 J：書せしめた bO' 

捧捉島カム 4 ワツカヲイに建てたる標柱は、或は寛政十二年の

事にして、績蝦夷草紙の記するか如く、「天長地久大日本因」と記した

るならんっ但し同書に謙突の害した bとあるは、蓋し誤聞なるへし。

此設に事｝し其後志賀重昂氏、及以小林房太郎氏の高説あ b。其設

は何れも有益なるも、遺』賊なから材料の乏し 3潟め、未た全部に亘

bて十分の解決を奥ムる之と能はす因℃予はままに予の研究を述へ

て断案を下さんと欲すO

地理に関する誤謬

建標地の内、 タンネ毛 4及 CJ,.'jJムイヲヲカオイに闘しォこは別 tこ
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言ムへきとと在しと雄も、アトイヤに就ては、重田皐士は大なる誤

解を在し居るものの如しc 即ちアトイヤを以て園後の東北端なる

ー笛所代限るとなせるものにし℃、此設 bは蓋し村尾元長氏か、

「アトイヤは園綾 tとして捧捉にあちす」と記したるよ h起 bしもの

在ら A.o 然れともアトイヤと云ふ蝦夷語は日和待又は渡海場と詳

し舶を接すへ主露にしτ此名は志賀氏、小林氏等の云よ、如く園後

の外、揮捉島のタンネモ 4附近．及以同島のカムイヲツカヲイ附近

にあ bo 向ほ，予の記憶する所によれば、得撫島にも同し地名あれ

凡て蝦夷語の地名には、同名又は類似のもの少在からされは、誤解

を生し易し。今参考の矯め園綾の東北部と捧捉の東北部とに於て、

甚だ類似せる地名あるの例を暴けん。

揚梶北東部 罰綾北東部

ジベト官 ジペトロ（又ジペトロペヅ）

カムイヲツカヲイ｛叉カムイヲヲカ）ヲツカヲイ

アトイヤ アトイヤ

但し闘後の地名は、丈化元年閣後場所大櫛書l乙擦るO

前の地名は、何れも西方よ b東方へ！願を逐仏て記したるものな

るが、地名と共に位置の順序まて相似たるは、偶然とは云へ.J)p面白

しと云はぷるへけんや。

志賀氏 Ii捧梶カムイヲツカヲイ即ちアトイヤな bと錯し、此雨

地を混同したるが、是れ妥常の設にあらす。之に闘し℃ i立、向ほ後伝

記する所ある～し。

闘綾のアトイヤの槙柱に就て

此標柱に就ては．志賀、小林二氏は共に言はB す。唯重田皐士か、「大

日本地名アトイヤ」と剥せる標柱を以て此躍に建 1こたるものと錯

し、近藤重臓の之を建てたる設なしと言はれたるのみ、然れとも是

れ大なる設な ！， 0 此標柱に閲しては．嘉永二年松浦武四郎の三航蝦
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夷日記 It録する所、最も明瞭な bc即ち突の如lL-o 

品串山 アトイヤ旅宿所の上にあ b。高七八尺、 周箇同十二三

問、砂山 Kし芯此上に遠見山といよ、木表を建た b。召 i呈夷人に、此

山lま如何なる山毛と云しかは、江戸殿の建たる木を取て、近頃叉

島殿（ムジリ トノ〉か建た bo此庭前かた三日計に此山を築かれし

と話しけるO僅かの高在れとも海上の舶を見るに便なれ右古木

表の丈 i立、

寛政十年戊午七月

久奈尻遠見山 近藤重撮建之

乃ち此標柱は、寛政十年七月近藤重識か、此鹿 K至 b揮提渡航の

日和を待ちつつある聞に、 遠見’の錦め小砂丘を築かしめて其上に

建てたるものにして、其後蚊十年を癌℃、栓前藩 R於て建換へたる

乙と明かな b。而して標柱の丈宇は「久奈尻遠見山」在 b。重田皐士

の記する月！？の加 5は、全然設れるものと知るへし。

揮捉のタンネモイの標柱に就て

此標柱は、寛政十年七月二十八日近藤重識か、闘綾よ h揮捉のタ

ンネモ -1』ζ渡 bて建てたるものにして、木村謙突か盟 l撤して、本閤

re向日、伊勢紳宮並に天子を拝し、次代鹿島紳枇、江戸将軍、水戸中納

言を拝し、三退して立原先生（謙突の恩師）を拝し、都合七拝して、謹ん

て書きたるととは、謙次の日記に明かにして、重田皐士の記する所

の女nL-C標柱の丈字は

大日本恵登日府翼手tl近藤重臓最上徳患者下野説得J)
備考 下野源助と It木村謙次の襲名なり。謙次（t近藤重臓の従僕とな。

て来り 7これl工、樺ろ所ありて費名ル用ひ 7こるなり。

捧捉のカムイ ワヅカヲイの標柱に就て

此標柱は、疑問の中心として最も重要なるものな ho近藤重臓の

績蝦夷草紙、 建要舟界園考及以其石像に闘し寺枇奉行代差出した
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る始末書によれは、此標柱は重藤か二度自民揮提 K渡 fJtcる時、即

も寛政十二年代、先に露西亜人 ,r~ユヨ等か薬取のジヤ wν ヤム

に建てたる所の十字柱を訂倒し、進んてカムイヲ＇；／ ，骨ヲペの高慮

R至上建てたる著名のものな bo而して績蝦夷草紙によれは、標柱

の筆者は木村謙ヨ健在るか、一方代謙次の履歴を調査すれは、議突の

近藤重蔵tと従日て蝦夷地 』c.至 bしは、寛政十年にして翌十一年時

間し、十二年代は蝦夷地に在ら :::'Sれは、技に年代の翻蹄を来したれ

即ち十二年に至らさる謙突か、如何にして、十二年代建てたる標柱

に揮牽せしゃとの疑問を生し、多くの人をして判断に苦ましむる

に至 fJtc 9 。室田皐士は此建標を「或は十二の年事」在らんと漠然記

載し、且つ謙突の揮憂せる之とを断然否定し、志賀重昂氏は此標柱

と間島アトイヤの標柱とを混同し、小株氏は、「前以て其標柱を用意

せしと見るも差支在〈、或は績蝦夷草紙の木村議云 φの記事を近

藤の誤記と見るも何の非かある」と言はれた b。

予も此判断に就ては久しく迷ぴアc9 。予か所蔵の謙次の日記も、北

海道鴎所臓の議夜の日記も、共に脱落あ bて、此件に闘し何等の材

料を接見するとと能は注 hしが、明治三十九年木村家の一族なる

木村勲氏代問合せの結果、同氏よ b贈られた、る謙突の日記中に、確

賞なる材料を得た ho即ち寛政十年八月十七日（困後の泊代滞在中）

の記事中に日〈、

昨日余書す、大日本嘉登月府云 φ。ヲノV ツプ渡ロモイ vマト、カ

モイヲツカの聞の高みに立つ。

大日本選登呂府 江戸近藤重蔵建

金書すっ夷人刻字｝

是れによ b之を観れは、此標h柱を作 hたるは寛政十年』として、其筆

者の議実たるとと篭も疑ムへ 5にあらず。蓋し重蔵の一行は、首：iJt乙

記したる女II＜、十年七月揮捉のタン予毛イに渡 bしも、北 tζ進ます
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して園接民蹄上暫く泊に滞在しっ、あ bしが、軍撤は揮棋のカ＂＇イ

ヲツカ遣に建つるの目的を以て、其λ月十大田に謙攻をして標柱

に揮壷せしめたるもの君tb Ila 而して重臓が賓際之を揮視の目的

地に建てたるは、翌令十二年在 bしと騎定するを得へし。而して世

人か此事賓を知ら志 bしは、相ふに世，t停よ、あ謙攻の時記 I！誤翠

l段落あ bしは困るなるへ〈、戒は然ちきれは此標桂左タシネ '1l .,t 

の標柱とを i昆同して聴や看過せしに困る在るへしの兎 lC角事賓は

弦に明瞭とな hn. れは、軍団事 ~I： の所謂、長鳳一過濃霧閤散の思ぴ

は、始めて之を得られし意 b。

此標柱の文字はタ y ;.;: 't;イの標柱と同しく「大日本選塾呂府」在

lるが、従来諸書記する所異問多〈、Eつ重田串士は「天畏地久大日本

岡」ならんと云仏、小林氏は「天長地久大日本Jなるへし ξ錯し、志

賀氏はアトイヤの標技と混同し売れば、獅か戒に解明する所あら

A。
(1）天長地久大日本間 是れは績蝦夷草紙の一書』t標柱の醐左

共に記載あ bて、精確なるか念日し k麟も．他の繍蝦夷草紙 ftは全

く此記事を見~れ j;t. ~又大 It 疑」ふへ車所あ b。更に休明 -1(:, 記によ

れは、享和元年富山元十郎、深山宇平太の二人か、得撫R櫨 b間島

のオカ 4 ワグラ氏、「叉昆地久大 [J本麗島」と記したる標柱を建て

たる事あ bて、其丈句彼是相似た bO蓋し綾人か誤 b侍へて、繍蝦

夷草紙に書阜加へたるに非るか。綾人か前人の著書 I（、書急加へ

附け加へを錦して、絡に其れか異の立II＜在 b免る例は．問。ある

乙とな ho

(2）叉長地久大日本 前の文字に比する主 Siま、閣の問。宇を欠

く。栗本強蓄の久那志利悪士月府組行によ昔涯藤重臓建柱標天長

地久大日本之蕗畠jとあるも、是れ亦侍閣の誤 bflらん。

（乃）従是大日本 是 iま北海道志、村尾元長氏の近藤守重事蹟考、
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北海道教育舎の北海道地・理等代記する所在るか、期かる不見識

在る丈宇を志士の記すへき筈なさは常識の到断によ bて明か在

b O村尾氏は綾に至 b心附きて、正藤杢書tζ於ける重臓の傍記に

は「大日本恵土呂府」と改めた b。

( 4）大日本地名アトイヤ 是は近年多くの人か諜 b倖J、る所に

して、函館中皐校にあるアトイヤの木標を誤認せるよ b起 bし

もの＼如し。岡本柳之助氏の北海道史稿によ大日本領あといや，！と

記したるなとは、一層甚しき書き達へな bと知るへ LC 

(5）大日本悪登呂府 藤田東湖の同天詩史民日〈、守重命議、按

十字柱、易以木標、謙執筆、大書大日本悪登呂府」とι謙 t亡命して十字

柱を抜くと云ふは誤謬な hと離も、「大日本，喜登呂府」と大書すと

云へるは正確本 b。

揮捉のアトイヤの標柱に就て

前に記したる加し重田皐士は一意図後のアト 4ヤに傾注して、

l 揮捉のアトイヤを忘れた bo小林氏ほ函館中事校の「大日本地名ア

トイヤ」の標柱を以て揮捉に於けるものにあらすやと言はれたる

のみにして、明瞭に断言せすO志賀重昂氏は、極力重田皐士の此に闘

する誤謬を駁したるも、惜い哉、カムイヲツカヲイ即ちアトイヤ在

bと云ぴ、ー従℃此標柱を寛政十二年近藤重l蔵の建てたるもの在 h

と断定した b。
樺挺のアトイヤとカムイヲツカヲイとは相接近するも、其別令の

地なるととは、数多の蓄記並民地圃の誼明する所にして、位置よ‘ b

言へはカムイヲツカヲイか西方代あ bて、アトイヤは東方にあ b0 

即ち志賀氏の言ム如〈其同地異名にあらさる乙と明かな bo叉其地

名の意義よ b言ふも、ーは紳水の義、ーは渡海場の義な b0 E つカム

イヲツカヲイの標柱は、前代設けるか如〈「大日本恵登呂府」と記せ

るにアトイヤの標柱は「大日本地名アトイヤ」な hO 而して此アトイ
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ヤの標柱は、何年何月代如何在る人か之を建℃たるや、是れ亦奮記

F：絶むて見る所なけれは、重識の建てたるものな bと云ムの確詮

は牽もある乙とな LO 蓋し或は重臓の建てたるものなるやも知る

べからすと離も、之を重臓な bと断定する乙と能はきるもの在 b0 

此標柱 K闘する、安政以後の志賀氏の記事l工、有盆なるものにて、大

体代於℃正確な bとすべ LO向ほ予の調査したる所によれは、高延

．文久の頃、仙牽藩士の揮捉 R在勤するもの此標柱の丈字の風雨に

曝~れて減損せるを見て、建換へたるか其丈句等は蓄に依 b た b

と云J、。明治八年開拓使人を遺 b標柱を根際よ b切取らしめて之

を牧め、明治十二年函館博物館開設の綾之を同舘に陳列し、同二十

五年函館商業串校の管理に臨し、同二十八年函館中皐校を創立し、

商業皐枝を慶止せる時、之を該中皐枝氏移し、爾後同校に保管して

今日 K至れれ現在の柱の長さ六尺七寸五身、幅六寸二身、厚三寸四

分にして、土中氏埋 bし分は、持来る際切 b去 bたるを以τ其長さ

を知らずO材質は針葉樹に属す、蓋し捧捉産のものならん。此標柱は

明治時代とな bτ、持来 bたるものにて、業揮捉のアトイヤ Kあ b

し事 R就き℃は、今宵ほ知る人少なからされは、喋今説明の必要な

きものとす。

結論

以上詑〈所によれは、本年一月以来歴史地理紙上に論議する所

の園‘後捧捉の建標は左の如〈決定すへし

建標 地 建標年月 建標者

園綾のアトイヤ 寛政十年七月 近藤重蔵

揮捉のタ Y 予毛イ 同 十年七月 同

揮捉カムイヲヅカヲイ 同 十二年 同

捧捉のアトイヤ 'J つ

備考 カムイ F ！）＞カチイの標柱 It、寛政十年八月作り置きれるものなり
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予は以上の如く断定して疑はすO 若し強て此上に研究せんと在

らは、木村謙次の後育か所蔵せる謙次の遺書を 1Mほ精細に調査す

る事、並に績蝦夷草紙中建標に関する記事の異同に就き、今一暦の

研究をなす事にあらん。


